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（３）児童生徒の実態に応じた多様な“選択肢”と“自己決定”を意識した教育活動 

の推進 

不登校は、取り巻く環境によっては、どの児童生徒にも起こり得ることとして

捉える必要がある。また、不登校とは、多様な要因・背景により、結果として不

登校状態になっているということであり、その行為を「問題行動」と判断しては

ならない。さらに、不登校等児童生徒については、個々の状況に応じた支援を行

うことが必要であり、登校という結果のみを目標にするのではなく、児童生徒や

保護者の意思を十分に尊重しつつ、児童生徒が自らの進路を主体的に捉えて、社

会的に自立することを目指す必要がある。また、支援においては、一斉指導を前

提としたカリキュラムだけではなく、児童生徒の実態に応じた多様な選択肢と自

己決定の機会の提供を意識した教育活動を推進していくことが必要であり、支援

を通じて表れる児童生徒の好ましい変化を、見逃すことなく十分に捉えていくこ

とが重要である。 

 

ア 不登校ＳＳＲ（スペシャルサポートルーム）推進校における取組 

   本県においては、令和元年度から学校内にスペシャルサポートルーム（以下、

ＳＳＲという。）を設置し、不登校等児童生徒への支援の充実に向けた取組を進

めており、県内の公立小・中・義務教育学校の中から指定した不登校ＳＳＲ推進

校（以下、推進校という。）において、不登校、不登校傾向及び特別な支援が必

要とされる児童生徒に対する個の状況に応じた計画的、組織的な支援の充実・強

化に取り組んでいる。 

  

(ア)  組織的な学校体制の構築 

     推進校では、不登校等児童生徒支援コーディネーター（以下、支援 Co とい

う。）を校内組織に位置付け、ＳＳＲの計画的な運営とともに、チームとし

て支援を行う体制を構築することにより、新たな不登校を生じさせない支援

及び不登校等児童生徒の社会的自立に向けた支援の強化・充実を進めている。 

 

ａ アセスメントに基づく個の状況に応じた計画的な支援 

不登校等児童生徒の社会的自立を支援していくためには、一人一人の状況

をアセスメントし、適切な目標を立て、個に応じた支援計画等を作成してい

くことが必要である。推進校では、個々の状況やその状況に至っている要因

を探るとともに、個々の状況等を踏まえた長期目標・短期目標や具体的な手

立てを記載した「個別サポート計画」（図６）を作成している。 

 

 

 

 

□□□□＜個別サポート計画＞ 
個別サポート計画は個の状況、本人・保護者の意向等を踏まえて、長期目標、短期目

標を設定し、具体的な手立てを計画する。なお、計画については、支援者の共通理解
や、児童生徒、保護者との合意形成を図る必要がある。 

不登校等児童生徒支援会議において、支援や評価を検討・協議する際の資料とし、日
頃の支援に活用する。 
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令和８年度 個別サポート計画 

 学年 組 氏名 学級担任名（作成者） 

児童生徒の状況 

   

状況 

○ 小学校第●学年の２学期より欠席が目立ち始め 
る。 

○ 小学校第●学年の後半はＳＳＲを利用し、ほと 
んど在籍学級に行くことはなかった。 

○ 今年度は本人が「安心できる」という友達が一 
緒の学級のため、教室で過ごす時間が増えてい 
る。 

○ 教室での生活のしづらさは「たくさんの人の中 
で生活すると疲れる」と言う。 

合理的配慮 
○ グループ活動は少人数から始める。 
○ 体育や集会では、参加方法を本人と相談して決 

める。 
関係機関  

（診断名等）  放課後等デイサービス△△ 

その他 
○ 中学校第●学年の兄が中学校へ登校しづらい状 

況にあるとの情報が中学校との連携で中学校の生 
徒指導主事よりあった。 

本人の意向 

できそうな

ことは教室

で活動して

みたい 

保護者の意向 登校日数が増えてほしい 

長期目標  できそうなことを生かし、教室やＳＳＲで学習できる。 
指導の実際 

開始日 短期目標 
（行動内容） 手立て 

評価 
【いつ、誰が、 

どこで評価するか】 
○月○日  友達や学級担

任 を 頼 り な が

ら、自分で参加

できそうなもの

を選ぶ。 

・学級での活動への 

参加を試みる機会 

をもつ。 

・活動内容は、朝の 

会、読書、プリン

ト学習、友達と一

緒に取り組める活

動など、本人が選

びやすいものから

始める。 

２週間後に、学級担任

とＳＳＲ担当者がＳＳＲ

で本人と振り返りを行

い、参加できた活動や参

加しやすかった条件を確

認する。 

○月○日    

    

    

 

図６ 推進校で活用している個別サポート計画（様式例） 

○ 長期目標の達成に向けて、スモールステップで身に付けさせたい力を具体的 
に短期目標として示す。 

○ 本人の状況から短期目標を立て、それを達成するすための手立てを考える。 
○ 評価については、できたか、できなかったかだけではなく、次の支援を決め 

るための材料になるような情報を集められるようにする。 
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ｂ 学校全体で行うチームとしての組織的な支援 

定期的に不登校等児童生徒支援会議を開催し、不登校等児童生徒の状況を

共有するとともに、取組方針や具体的な取組方法等について個別サポート計

画等を基に、「何を目的として、いつ、どこで、だれが、どのような」支援

を行うのかについて十分に検討、協議する。参加者は、管理職、生徒指導主

事、支援 Co、養護教諭、学級担任、スクールカウンセラー、スクールソーシ

ャルワーカー等が考えられ、それぞれの専門性等に応じた多面的・多角的な

視点から協議をし、支援における役割分担を行う。  
推進校では、不登校等児童生徒支援会議を定期的に開催するために時間割に

組み込んだり、最新の状況を日頃から共有できるよう電子データで管理した

りする等の工夫をしている。 

 

（イ） ＳＳＲの設置及び運営等 

ＳＳＲにおいて児童生徒に身  

に付けさせたい力を、右の二つ

の力と考えている。このような

力を身に付けるには、ＳＳＲが

児童生徒にとって安心感があり、支援者と相談した上で自らの意思で取り

組むことを決定できるような場所であることが必要である。また、自分の

特性を知り、困ったことがあれば相談ができ、得意な力を生かして成長す

ることができる場となるよう支援を行っている。 

 

ａ 安全であり、安心できる居場所とするための環境整備 

不登校等児童生徒の心情や特性等に配慮し、学校や教室の雰囲気を意識し

すぎない環境、周りの視線を気にすることなく入室できる場所へのＳＳＲの

設置や動線の確保、また、ＳＳＲ内にリラックスできる場を設けるなど登校

への嫌悪感を弱めるＳＳＲ内の環境整備を目指している。さらに、児童生徒

が学習を進めるに当たって、その内容や方法、場所を自分で選択し、決定で

きるなど、安全であり、安心できる場所となっているか、利用する児童生徒

ともに話し合いながらレイアウトを工夫している。 

 

【ＳＳＲで育てたい力】 
○ 相談する力 
○ 自分の強みを知り、生かす力 
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〈個別の学習と協働での学習の両立が可能なレイアウト〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
個別の学習スペースやグループで学習できる場を整備し、児童生徒が心の状態や学ぶ内容により選択することが

できるようにしています。 

 

ｂ 多様な選択肢の提供と自己決定を意識した教育活動の推進 

不登校等児童生徒の学習状況、興味・関心等に応じて、支援 Co と学級担任

や教科担当教員等とが連携して多様な学びの選択肢を準備するとともに、不

登校等児童生徒が学ぶ内容や方法、場所を主体的に選択し、自己決定して学

びに向かうよう支援している。ＳＳＲでの学習支援においては、児童生徒の

興味・関心を生かした学びをきっかけとして、継続した学びにつなげていく

こと、自分の強みや苦手なところを意識させたり、他者と学び合う場を設定

したりすることで自己理解を図っていくこと、さらに、これらの日々の活動

に関しての児童生徒自身が振り返りを行うことで、活動時の自分を客観的に

とらえることや教職員からの声かけによって、次の活動への動機付けにつな

げていくことなどを大切にしている。 

例えば、表中にあるように、「ＳＳＲ個展」と題して、児童生徒自身の興

味・関心がある「世界の民俗衣装」について調べたまとめや、描いた絵画を

展示し、ＳＳＲに来室した教職員や他者からの評価を得ることで継続した学

びへつなげている。また、「先生お手伝いサービス」という活動の中で、請

け負った仕事をやり遂げることや、「高校へ進学した先輩（ＳＳＲ利用）に

学ぶ会」として、高校へ進学した先輩から高校生活の様子や中学校時代の思

いを聞くことで、自分自身の得意や不得意など自己理解を深めたり、将来へ

の展望を明確にする実践がある。 

さらに、ＳＳＲという小集団の中において、体験活動等を実施するなど、

 
 

〈学校や教室の雰囲気を意識しすぎない環境づくり〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ソファーを置いたり、机にテーブルクロスをかけたりして

学校や教室と違った雰囲気を創り出しています。 

 
 

〈周りの視線を気にすることなく 
入室できる動線を確保〉 

 
児童生徒の思いを聞き

ながら、外階段を利用す

るなど、周りの視線を気

にすることなく入室でき

る場所へＳＳＲを設置し

ています。 
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意図的に児童生徒相互が学び合う機会を設定した取組や日々、児童生徒が自

身の活動を振り返り、その振り返りに教職員からのコメントを付すことによ

り、日々の成長を実感できる取組もある。 

 

〈自己理解につながる取組〉 
「先生お手伝いサービス」  

 

教職員から仕事を募り、請け負った生徒が中心となり、見通しをもって仲間

と協力しながら仕事をやり遂げました。 

 

「高校へ進学した先輩（ＳＳＲ利用）に学ぶ会」  

 

高校に進学した先輩（ＳＳＲ利用）の話を聞き、自分の目標をより明確にし

たり、受験や高校生活への不安を解消したりしました。 
 
〈児童生徒相互に学び合う場の設定〉 

児童生徒相互が教え合う活動や関わり合い・協力が

必要となる体験活動などを取り入れ、相互に認め合

うことができるよりよい人間関係を築いています。 

 また、体験活動における様々な体験を自分が何に

興味・関心があるのかに気付き、学びを広げていく

きっかけとしています。 
 
 

〈振り返りと教職員からの声かけ〉 

 
児童生徒の振り返りに学校からコメントを返 

すことで、達成感を持ち、成長を実感することに 
つなげています。 

 

 

 
 

（ウ） ＳＳＲにおける成果等の学校全体への普及 

ＳＳＲにおける不登校等児童生徒への支援の考え方や方法等、その成果

等については、ＳＳＲ内での取組に留めることなく、学校全体の全ての児

童生徒への支援に生かしていくことが大切である。校内研修等において、

校内の全教職員がその趣旨等を十分に理解するとともに、安全・安心な学

校風土・学級風土の醸成や個々の児童生徒の多様な学習状況や興味・関心

に柔軟に応じた、児童生徒が「学んでみたい」、「分かった・できた」を実

感できる授業づくりの推進に生かすことにより、新たな不登校を生じさせ

ない取組の充実につなげていくことが必要である。 

 〈児童生徒の興味・関心等を生かした学び〉  

 

自分たちが興味・関心のあることについて、それぞれが調べ、自分なりの工夫をして

ま         まとめました。また、ＳＳＲ個展として、先生方を招待し、調べたことの発表会を開催  

しました。教職員から、たくさんの「いいね」の評価をもらいました。 

教職員からのコメント  

下 校 時 刻

を記入  

児 童 生 徒

自 身 の 振

り返り  

SSR 個展について 

SSR では、自己実現の一

つとして日頃の活動の成

果をまとめた個展を開く

ことになりました。 

先生方には、教室にきて

もらい感想をいただけれ

ばと思います。 

日時：令和元年 10 月４日 

場所：SSR 教室 

内容：個人の作品の展示 

※ぜひお越しください。  



1－2－35 

 

（エ） 中学校区としての一体的な取組の推進 

不登校ＳＳＲ推進校における取組は、推進校として指定された学校だけ

ではなく、推進校と同一中学校区内の小中学校等が、校区内連携の充実、

中学校区としての支援体制の構築、合同研修会の実施などを通じて、一体

となった取組を推進している。 

    ａ 校区内連携の充実 

   推進校に配置されている支援 Co が、校区内の学校に、月１回程度訪問

し、中学校区内の不登校等児童生徒への支援及び学級経営や授業改善に向

けて支援している。 

ｂ 中学校区の支援体制の構築 

不登校ＳＳＲ推進校に設置しているＳＳＲを、校区内の小中学校等の児

童生徒が利用できる運用を認めるなど、中学校区で一体的な取組を進める

ための支援体制を構築している。 

ｃ 合同研修会の実施 

学期に１回程度、定期的に中学校区内の学校が合同研修会や連絡会を実

施するなどして、推進校の取組の成果等や支援方針等の共有化を図ってい

く。 

   

（オ） ＳＳＲの周知及び成果等の発信 

    ＳＳＲを誰もが利用しやすい場所としていく観点から、設置の目的等に

ついて、校内の全教職員や利用する児童生徒・保護者のみならず、全校の

児童生 徒や保護者、教職員への理解を図っていくことが必要である。ま

た、必要に応じて、中学校区内の児童生徒及び保護者、教職員等にも理解

を図っている。 

ａ ＳＳＲの周知 

学校だよりやＳＳＲ通信、学校ホームページ等を活用した推進校及び関

係校の児童生徒及び保護者等への周知、また、長期欠席経験のある新入生

及びその保護者に対する入学前や入学直後のＳＳＲ見学会、教育相談等の

実施などを通して、ＳＳＲの設置の目的等について理解を図っている。 

    ｂ 取組の成果等の発信 

      ＳＳＲの設置による不登校等児童生徒への支援の在り方や成果等につい

て、不登校ＳＳＲ推進校連絡会議、教育センター専門研修講座（学びプラ

ス）、「学びの変革」推進のための実践等交流会（マナビノラボ）などにお

ける実践発表等を通じて県全体への普及を図っている。 

 

イ 県教育支援センター（SCHOOL“S”）による支援 

県教育支援センター（以下、「SCHOOL“S”」という。）においては、令和４年度か
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ら不登校等児童生徒が社会とつながる多様な居場所、学びの場の選択肢の一つとし

て、環境を一新するとともに、来室とオンラインの二つの支援方法において、支援

プログラムを充実させることにより学びの質の向上を図っている。児童生徒は来室

して利用することもできるし、自宅などからオンラインで利用することもできる。

また、併用も可能とするなど利用方法も選択できることとしている。 
 来室による利用 オンラインによる利用 

曜日 火・木・金 火～金 
時間 ９時 30 分～14 時 00 分 

内容 

○ 個々の状況に応じた各教科等の

学習 
○ ソーシャルスキルトレーニング 
○ 体験的な活動 
 （農作業・調理・スポーツなど） 
○ 探究的な活動 
○ 児童生徒の企画による活動 など 

○ 指導主事等による 
同時双方向型プログラム配信 

○ ソーシャルスキルトレーニング 
○ 他自治体等との交流プログラム 
○ 児童生徒が企画する活動 など 

 

（ア） SCHOOL“S”における支援の在り方や考え方 

 

図７ SCHOOL“S”の学び 

 

SCHOOL“S”では、利用している児童生徒の社会的自立に向け、興味・関

心や目標に応じた様々な活動の中で、児童生徒が新しいことを発見したり、

「できた」という達成感を感じたり、「もっとやってみたい」と挑戦したりで

きるようスタッフは伴走者として支援を行っている。 
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ａ 個別サポート計画の作成 

SCHOOL“S”では、利用児童生徒を日々の活動の中でアセスメントし、個

別サポート計画を基に個々の教育的ニーズに応じた支援を計画的かつ継続的

に実施している。個別サポート計画があることで、いつ・誰が・どのタイミ

ングで本人にアプローチするか、支援者全員が共通認識をもつことができ、

支援の具体が明確になり、児童生徒の変容も見取りやすくなる。SCHOOL“S”

での支援会議で個別サポート計画の内容を定期的に見直しながら児童生徒の

支援に当たっている。 

 

ｂ MY 時間割の作成に向けた支援 

図８ 自分の時間割（MY 時間割）の例 



1－2－38 

 

   アセスメントに基づき、児童生徒の状況や興味・関心などを踏まえ、児童生

徒による MY 時間割の作成の支援を行っている。MY 時間割で１日の予定を決め

たとしても、気分の変化や周囲の状況などによって予定を変更する児童生徒も

いる。その場合は、SCHOOL“S”で育成したい力の一つである「相談する力」

につながる場面と捉え、児童生徒にはスタッフに相談することを促し、スケジ

ュールの再設定を行っている。 

 

    ｃ SCHOOL“S”の学びの具体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈学びタイム〉 

自学自習をしたり、遊び・ゲーム感覚で楽しみながら学ぶこ 
とができたりする時間。活動の中で生まれるひらめきや発見を 
大切にし、自分なりに考えたり試したりしながら学びを深める。 

知的好奇心を高めるとともに、考える力や課題解決能力、主 
体的に学ぶ姿勢を育むことを目指している。 

紙コップボウリングで 

足し算マスター 

〈探究タイム〉 
 自分の興味・関心にあったゼミを選 
択し、自分で問いを見付けたり、その 
答えを調べたり、試したり、考えたり 
しながら学びを深める活動。もの作り 
をメインとする「つく探」、自分につい 
て知る「ME♡探」、自分の推しを極めて 
いったりする「推し探（オンラインで実施）」、フィールドワークを通して生き物

や自然を探究する「生探」がある。 

フィールドビンゴ 

～春を探そう～（生探） 

手作り輪投げで遊ぼう  

(つく探）  
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〈SCHOOL“S”プログラム〉 

令和６年度より、SCHOOL“S”を利用する児童生徒に対して、体験を通して学ん

だことと既有の知識や技能とを結び付ける学びの場を提供することで、知的好奇

心を喚起するとともに、社会とのつながりを促し、学び続ける力の育成を目指す

ことを目的とした SCHOOL“S”プログラム（S プロ）を実施している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９ 令和７年度 SCHOOL“S”プログラム実施計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 SCHOOL“S”プログラム実施における支援者側の動き 
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（イ） 学校・市町教育委員会との連携 

児童生徒の所属校や関係する市町教育委員会と定期的に連携し、生活や

学習の様子を共有している。また、県の指導主事による市町教育支援セン

ターへの訪問や連絡会議の開催、オンラインプログラムの共有も行ってい

る。 

これらの取り組みを通じて、SCHOOL“S”と不登校ＳＳＲ推進校や市町

教育支援センター等との連携を強化し、不登校等児童生徒やその保護者に

とって身近で安心できる居場所や学びの場を充実させることで、学びにア

クセスできない児童生徒ゼロを目指している。 

 

 

ウ ひろしまオンラインプログラムの実施 

  本県においては、令和３年度から不登校ＳＳＲ推進校を対象に様々な機関・企業

と共同し、児童生徒の知的好奇心を喚起し、学びの楽しさを感じられるプログラム

（オンライン学びプログラム）、同じ興味・関心をもつ児童生徒が集まって、学び

合ったり、語り合ったりするプログラム（オンラインクラブ活動）を開発、実施し

てきた。令和４年度からは、事前登録の上、県内全ての小中学校や教育支援センタ

ーから参加できることとしている。 

  令和８年度からは、「ひろしまオンラインプログラム」として、次の３種類のプ

ログラムを実施している。 

 

（ア）  オンライン学びプログラム 

毎月２～３回、広島県内の民間企業や公共施設、他の自治体と連携し、博物

館や図書館の展示品やバックヤードを見学したり、地元企業とコラボして生産

現場や商品開発の説明やキャリア教育の視点で職員の働く様子を聞いたりして

いる。 
また、高校や専門校の学科説明会を通じて児童生徒の進路選択を支援するプ

ログラムも配信している。 
また、令和８年度からは県外の自治体と連携し、各自治体が配信しているオ

ンラインプログラムを共有している。 
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ヒロシマ学  
～明日へ、世界をつな

ぐために～  

命をつなぐ！  
～動物愛護センターの

日常 part２～ 

シリーズ スタッフか

らの挑戦状  
「ふじサンタの日記」  

ミライクエスト  
～進路とキャリアに関

するオンラインプログ

ラム～ 
 

図 11 令和７年度実施分フライヤー（一部） 

 

（イ） オンラインクラブ活動 

同じ興味・関心をもつ児童生徒が「作戦ミーティング」で内容や運営方法を

計画し、その内容に沿った活動を月に一回程度実践している。 
 

（ウ） 広域交流型オンライン学習 

広島県では、令和６年度から広島大学教育ヴィジョン研究センター（EVRI）

と東広島市教育委員会が連携して行っている広域交流型オンライン学習の配信

を行っている。県内外の児童生徒と大学・関係施設等の担当者がオンラインで

交流しながら社会や地域について学ぶことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

                                        
 

 

 

 

with 動物愛護センター 
with 県立高等技術専門校 

（授業での板金作業の様子） 

オンライン学びプログラムに参加した児童生徒の声 

○ 普段、行けないような場所について詳しく教えてもらえることは、特別感あって

とてもうれしかった。もっと知りたい！ 

○ 進学先のリアルな先輩の姿が見られたので、中学校卒業後の生活をイメージでき

た！早速、自分の希望する高校について調べてみました。 
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エ 不意登校等児童生徒のサポートに関する資料の作成 

 （ア） 不登校等児童生徒サポートハンドブックについて 

不登校等児童生徒だけではなく、全ての児童生徒への充実した支援につな

げるためには、児童生徒の心身の状態を丁寧に見極めることが大切である。

本サポートブックでは、本県が令和元年度から取組を進めてきた不登校ＳＳ

Ｒ推進校や SCHOOL“S”の実践、ひろしま学びプログラム等の実施から得た知

見を生かし、効果が高かったと考えられる事例とともに、児童生徒や保護者

の相談先や教職員の研修に関する情報を掲載している。 

また、児童生徒の「心のエネルギー」※をもとに、学校への登校が難しく

なる前兆期から社会や集団の中で活動を始める活動期までの経過を段階的に

示し、各段階における児童生徒の状態と支援の方向性を整理しているため、

日常の教育相談や学級担任としての対応、校内での情報共有の際に、児童生

徒理解と支援における校内の共通の視点として活用することができる。  

※ 本サポートブックで示している児童生徒の「心のエネルギー」の変化に

ついては、あくまでの一般的な経過を示しており、全ての児童生徒が同じ

経過をたどるわけではないことには留意が必要である。 

 

 

オンラインプログラムを作るうえで大切にしていること 

○ 安全・安心な環境づくり 

安全・安心な環境を重視し、カメラやマイクのオン・オフは児童生徒が選

択できることとし、発言や書き込みも強制していない。チャットの意見はで

きる限りスタッフが反応し、誰でも気軽に参加できる雰囲気を大切にしてい

る。 

○ 児童生徒一人一人の興味・関心 

日頃関わる児童生徒の好きなことや得意なことなどのニーズを把握し、多

様な分野のプログラムを配信している。 

○ ファシリテーターの役割 

プログラム進行の際には、児童生徒の意見を尊重し、人と人をつなげるこ

とを意識している。外部の専門家や社会との接点をもつことができるようや

りとりを促し、児童生徒の世界が広がるようにしている。 

○ 体験を通じた学び 

オンライン上でも、体験を通しての学びと、既有の知識や技能を結び付け

る学びをプログラムに取り入れている。 
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広島県教育委員会 HP 不登校等児童生徒サポートハンドブック 

 不登校等児童生徒サポートハンドブック - 個別最適な学び担当 | 広島県
教育委員会 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku17/suppor

t.html 

 

 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku17/support.html
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku17/support.html
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 （イ） 不登校等児童生徒支援相談ガイドについて 

     不登校等児童生徒に対し、保護者や教職員など周りの大人がどのように関

わっていけばよいのかを一緒に考える際に活用できるガイドブックである。

本ガイドでは、子供への声かけのヒントや子供の状況に応じた居場所や相談

先を紹介している。 

     不登校等児童生徒や保護者への支援に係る情報を一元化して示し、保護者

と教職員が共有することで、子供や保護者の孤立を防ぎ、子供一人一人の状

況に応じたきめ細やかな支援につなげることを目的としている。 

     保護者の相談に応じて、本ガイドを見ながら、児童生徒への関わり方や学

びの場所、方法について、保護者と教職員が一緒に考えるという活用を想定

している。 
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不登校等児童生徒相談ガイド 

【行き渋りや不登校のお子さんを支える保護者の方へ】広島県内の居場

所・相談窓口ご案内 - 個別最適な学び担当 | 広島県教育委員会 

https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/kyouiku17/futo

ukousoudanguidebook.html 
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